
和
刻
本
医
書
の
官
刻
本
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
三
）
刊
の
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
」
に

は
校
正
者
と
し
て
橘
親
顕
（
今
大
路
玄
耆
）
・
細
川
桃
庵
・
望
月
三

英
・
丹
羽
正
伯
の
四
名
の
官
医
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
う
ち
細

川
桃
庵
を
除
く
三
名
に
つ
い
て
は
従
来
研
究
が
あ
る
が
、
ひ
と
り

細
川
氏
に
つ
い
て
は
官
医
の
名
家
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
調
査

報
告
が
な
い
。
演
者
ら
は
こ
の
た
び
官
医
細
川
氏
の
事
跡
お
よ
び
そ

の
墓
地
を
調
査
し
、
新
知
見
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

細
川
氏
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
讃
岐
守
細
川
詮
春
を

祖
と
し
、
豊
臣
・
徳
川
両
家
に
も
仕
え
た
名
家
で
あ
り
、
坂
上
池
院

宗
説
の
二
男
で
そ
の
十
代
目
を
継
い
だ
元
隆
が
医
の
始
め
で
あ
る
。

元
隆
の
養
子
と
な
っ
た
細
川
某
（
一
六
四
八
’
一
七
二
三
）
が
初
代

桃
庵
を
名
乗
っ
た
。

初
代
桃
庵
は
貞
享
四
年
、
将
軍
綱
吉
に
謁
見
し
、
同
年
細
川
家
を

細
川
桃
庵
の
事
跡

関

信
之
、
小
曽
戸
洋

継
ぎ
、
元
禄
三
年
番
医
、
同
四
年
奥
医
に
進
み
、
享
保
七
年
法
眼
に

叙
せ
ら
れ
た
。
享
保
八
年
七
月
二
十
九
日
没
。

二
代
目
桃
庵
（
一
六
九
九
’
一
七
六
一
）
は
名
を
元
信
と
い
い
、

黒
川
氏
よ
り
養
子
に
入
り
、
享
保
四
年
、
将
軍
吉
宗
に
謁
見
、
同
八

年
家
督
を
継
い
だ
。
同
十
四
年
に
番
医
と
な
り
、
享
保
十
七
年
に
は

官
命
を
承
け
て
校
刊
し
た
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
の
校
正
者
と
し

て
名
を
残
し
て
い
る
。
宝
暦
十
一
年
没
。

三
代
目
桃
庵
は
元
信
の
実
子
で
、
名
を
光
信
と
い
い
、
寛
延
元

年
、
将
軍
家
重
に
謁
見
し
、
宝
暦
十
一
年
元
信
の
没
に
よ
り
そ
の
跡

を
継
ぎ
、
安
永
二
年
七
月
二
十
五
日
没
し
た
。
享
年
四
十
七
。

四
代
目
細
川
某
は
明
和
七
年
将
軍
家
治
に
謁
見
し
、
安
永
二
年
光

信
の
没
後
細
川
家
の
家
督
を
継
い
だ
が
、
博
打
な
ど
の
罪
に
よ
り
遠

流
と
な
っ
て
家
系
が
絶
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

藤
浪
和
子
の
編
に
な
る
『
東
京
掃
苔
録
』
（
昭
和
十
五
年
）
に
は
、

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
曹
渓
寺
（
東
京
都
港
区
南
麻
布
ニ
ノ
九
ノ
ー
）

に
細
川
桃
庵
（
享
保
八
年
七
月
二
十
九
日
没
。
年
七
十
六
。
江
雲
院

真
性
亦
如
居
士
）
の
墓
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
演
者
ら
は

曹
渓
寺
を
訪
ね
て
こ
れ
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判

明
し
た
。
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四
代
目
桃
庵
が
遠
流
に
な
っ
て
家
が
断
絶
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

六
年
前
に
赴
任
し
た
と
い
う
現
住
職
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
壇
家
は
い

な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
墓
石
も
知
ら
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
昭
和

三
十
三
年
に
合
葬
さ
れ
た
無
縁
墓
石
群
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
東

京
掃
苔
録
』
の
記
録
す
る
初
代
桃
庵
の
墓
石
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

が
、
新
た
に
二
代
目
、
細
川
元
信
と
そ
の
妻
、
そ
し
て
三
代
目
細
川

光
信
の
墓
石
、
計
三
基
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
無
縁
墓
地
の
も
っ

と
も
奥
に
右
側
か
ら
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
代
桃
庵
の
墓
石
の
刻
文
は
墓
石
が
密
接
し
て
い
る
た
め
読
象
取

り
は
因
難
を
極
め
た
。
し
か
し
服
部
元
雄
（
南
郭
の
養
子
）
の
『
踊

海
集
』
（
明
和
六
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
る
細
川
元
尚
の
墓
誌
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
が
判
明
、
し
た
が
っ
て
元
尚
は
元
信
の
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
刻
文
は
服
部
元
雄
の
撰
に
か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
以
下
「
路
海
集
』
に
よ
り
補
填
し
た
刻
文
を
記
す
。

「
含
真
院
為
岳
休
心
居
士
（
以
上
正
面
）
按
状
先
生
諄
元
信
字

仲
説
号
含
真
本
姓
黒
川
母
武
田
氏
元
禄
画
寅
歳
九
月
二
十
一
日

生
子
京
師
少
来
干
東
都
一
一
一
一
一
一
一
一
細
川
氏
以
桃
庵

一
六
一
月
一
士
七
日
卒

さ
ら
に
、
現
住
職
の
御
高
配
に
よ
り
過
去
帳
を
被
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
初
代
桃
庵
は
法
名
を
江
雲
院
真
性
亦
如
居

士
と
い
い
、
享
保
八
年
七
月
二
十
九
日
に
没
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
や
『
東
京
掃
苔
録
』
の
記
述
と
も
一
致
す
る
。

二
代
桃
庵
は
法
名
を
含
真
院
為
岳
休
心
居
士
と
い
い
、
宝
暦
十
一
年

六
月
十
七
日
に
六
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
。
．
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

年
六
十
四
葬
干
古
川
曹
渓
寺
余
応
其
嗣
宗
仙
君
請
口
川
一
先
生
墓

凡
先
生
行
事
異
於
衆
者
不
可
勝
記
而
有
言
以
若
［
Ｈ
Ｕ
Ｕ
（
以
上

左
面
）
為
人
取
以
徴
之
云
先
生
嘗
謂
宗
仙
君
日
爾
知
乃
公
居
常
居

心
圃
存
乎
家
幸
資
県
苣
之
俸
方
伎
是
晴
不
翅
三
世
先
父
之
職
吾

一
円
目
囿
弐
戸
其
位
者
哉
夫
唯
所
病
病
道
少
耳
自
省
不
病
道
之
将
行

也
与
命
也
且
従
吾
所
好
則
与
其
鯖
五
侯
之
膳
県
盲
之
俸
衣
食
足
実

寧
退
而
自
修
養
生
保
真
典
籍
圓
以
自
娯
与
彼
形
諜
成
光
随
俗
以

國
害
毘
篶
伎
者
為
伍
吾
不
敢
余
上
先
生
堂
再
四
堂
扁
含
真
日
圃
］

囿
儒
外
百
囲
大
小
森
林
然
成
列
白
日
不
通
光
殆
有
深
山
窮
谷
間

圃
所
（
以
上
背
面
）
謂
養
生
保
真
不
必
在
遠
其
在
效
乎
含
真
之

称
余
亦
知
先
生
［
ｕ
Ⅱ
｜
所
存
突
遂
為
銘
銘
日
善
抱
者
焉
用
其
耀
善

全
者
姜
得
［
Ｈ
ｕ
Ｉ
服
「
Ｕ
Ⅱ
（
以
上
右
面
）
・
」

（34） 144



に
は
年
六
十
三
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
代
桃
庵
は
法
名
を
済
性
院
慈

源
道
円
居
士
と
い
い
、
安
永
二
年
七
月
二
十
五
日
に
没
し
て
お
り
、

こ
の
記
述
も
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

呉
秀
三
先
生
遺
稿
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
の
『
呉
秀
三
そ
の
生

涯
と
業
績
』
（
思
文
閣
出
版
・
京
都
、
一
九
八
二
年
）
に
概
説
し
て

あ
る
。
ま
た
、
わ
た
し
が
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
二
八
巻
第
四
号

（
一
九
八
二
年
）
に
の
せ
た
「
東
京
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
呉
秀
三

文
庫
目
録
」
お
よ
び
「
医
学
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
呉
秀
三
先

生
遺
品
目
録
」
（
と
も
に
『
呉
秀
三
先
生
没
後
五
○
年
記
念
会
誌
』
、

一
九
八
三
年
、
に
再
録
）
に
そ
の
一
部
分
の
題
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

先
生
の
遺
稿
中
で
、
お
お
き
な
も
の
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は

『
古
今
図
書
集
成
』
、
『
聯
斉
志
異
』
、
『
今
昔
物
語
』
な
ど
か
ら
か
き

ぬ
い
た
東
京
大
学
医
学
図
書
館
所
蔵
『
医
聖
堂
叢
書
』
で
、
こ
れ
は

『
呉
氏
医
聖
堂
叢
書
』
（
一
九
二
三
年
）
の
続
篇
を
準
備
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
が
、
今
回
報
告
の
「
杏
壇
訪
古
」
で
あ
る
。

呉
秀
三
先
生
遺
稿
に
つ
い
て

Ｉ
こ
と
に
一
‐
杏
壇
訪
古
」
の
こ
と
Ｉ岡

田
靖
雄
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